












Vol.53ホスピタウン便り（12）平成 20年 11 月

祝祝祝
大きな物事は一人では出来ませんが、ホスピタウンは小田先生をはじめホスピタウ

ンの先生方、たくさんの皆さんの協力があってこそ出来たものだと思います。
真誠会が過去 20 年加速度的に発展してきましたが、これからの発展を考えるとわく

わくしてきます。
星の王子さま（著者 : サンテグジュペリ）の中で
Lovedoesnotconsistingazingateachother,
butinlookingoutwardtogetherinthesamedirection.
AntoinedeSaint-Exupery
“ 愛の本質はお互いを見る事にあるのではなく、外に向かって同じ方向を見ることに

ある ” と書いてありますが、人々がたとえそれぞれの立場、足場は異なっても何か同じ
目標に向かって進めることが大切です。

ホスピタウンでも同じように同じ夢、目標をもって努力をされた結果、現在がある
と思います。

ホスピタウンは、私（日野原先生）が訳した「平静の心」の中のオスラー博士の生
き方の哲学（philosophy フィロソフィー）を元に発展してきておりますが、「人から何
をうけるかということより、自分たちは社会に対して何ができるか」ということを考え、
まず自分たちが出来ることを果たしていただきたい（give-and-take ギブ・アンド・テ
イク）と思います。

小田先生から 10 年後の 30 周年記念式典にも参加してほしいと言われたので、それ
を神様の前で、そして皆さんの前で、そして何よりも私自身に対して約束（コミット
メント）しなければならないと感じました。

そしてそのような約束事を作ることが長生きのために非常に重要なことであると
思っております。

私はたくさんの理事長を務めておりますが、名誉理事長は真誠会だけであり、今回
その 20 周年記念の場に、健やかな状態で参加できたことをうれしく思っております。

そしてその真誠会の 30 周年に向かって名誉理事長としての責務を果たしたいと思っ
ております。

医療法人真誠会　名誉理事長
日野原重明先生

お祝いの言葉
（要旨）

医療法人真誠会 創立20周年記念式典

日 野 原  重 明
財団法人 ライフ・プランニング・センター理事長
聖路加国際病院 理事長
聖路加看護大学名誉学長・理事長
「新老人の会」会長
日本オスラー協会 会長




